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＜プレスリリース＞ 

2012年 9月 27日 

株式会社Ｓｋｅｅｄ  

 

経営体制強化ならびに役員異動のお知らせ 

 株式会社Ｓｋｅｅｄ（スキード）(本社：東京都目黒区、代表取締役社長： 明石 昌也、以下、Ｓｋ

ｅｅｄ)は 2012年 9月 26日開催の取締役会において、10月 1日付けの取締役の人事異動を行うこと

を決議いたしました。加えて、役員の役職名を変更し経営体制の強化を図りましたので、下記にお知

らせします。 

記 

 １．２０１２年１０月１日付新体制 

役員の役職名変更 

氏名 新役職名 旧役職名 

明石 昌也 
代表取締役社長CEO 

（Chief Executive Officer） 
代表取締役社長 

栁澤 建太郎 
取締役CTO 

（Chief Technology Officer） 
取締役 

金子 勇 
取締役ファウンダー兼CINO 

（Chief Innovation Officer） 
社外取締役 

注）小林正明取締役（社外）、若山純監査役（社外）については役職名の変更はありません。 

以上 

【発表の概要】 

 Ｓｋｅｅｄは 2005年に金子勇を含む 4名で創業以来、Winny開発で培った分散コンピューティン

グ分野における卓越した技術力を生かした、独自アーキテクチャーによる安全・確実かつ高速な通信

基盤ソリューションを開発、提供して参りました。さらに近年では独自プロトコル開発による高速フ

ァイル転送技術を確立し、市場を牽引しています。 

 こうした中、Ｓｋｅｅｄが注力するネットワークソリューション分野は、クラウドコンピューティ

ングの進展、大規模配信、ユビキタス、災害対策の本格化、ビッグデータの活用等々により、その成

長性が大いに期待されています。 

 創業 8期目に当たる本年度において、Ｓｋｅｅｄは代表取締役および取締役に対して明確にCEO、

CTOの名称を付与し、経営判断の迅速化ならびにガバナンス強化を図ります。また、これまで社外取

締役として任に当たってきた金子勇を「取締役ファウンダー兼CINO」に任命し、Ｓｋｅｅｄの研究・

開発をリードしていくことで、この有望市場に向けた革新的技術の創出にこれまで以上に尽力してい

きます。 

 

＜代表取締役社長 明石昌也のコメント＞ 

「Ｓｋｅｅｄはお陰様で創業 8期目を迎え、新たな成長フェーズに向かう“第 2の創業期”に入りま



2 / 2 

 

した。このたび、経営陣の職責を明確にして成長期に合わせた体制強化を図り、市場ニーズに的確に

応えて参ります。とりわけ、自律分散コンピューティング分野の草分けである金子勇を要職に任命し、

Ｓｋｅｅｄへのコミットメントを強化することで、先端分野での技術革新をますます加速していく所

存です。」 

 

■ 株式会社Ｓｋｅｅｄについて： http://www.skeed.co.jp/ 

 Ｓｋｅｅｄは、分散コンピューティング分野における卓越したノウハウ・技術力を生かし、独自ア

ーキテクチャーによる安全・確実かつ高速な通信基盤技術開発で市場を牽引しています。クラウドコ

ンピューティング、ビッグデータ時代のデータ通信の大容量化・ユビキタス化・グローバル化といっ

たニーズを先取りし効率と信頼性に優れたファイル配信・保管実現、また大容量・長距離でのセキュ

アなデータ転送基盤の実現、急速に拡大するクラウドコンピューティング市場に対して代替不可能な

価値を提供します。 

 

 

 

 

＜本件に関する報道関係お問い合わせ先＞ 

株式会社 Ｓｋｅｅｄ 営業マーケティング部 担当：松岡 

TEL：03-5487-1032 FAX：03-5487-1037 E-mail：t-matsuoka@skeed.co.jp 

 

（PR会社）株式会社 井之上パブリックリレーションズ 担当：尾上、高野 

TEL：03-5269-2301 FAX：03-5269-2305 E-mail：sprg@inoue-pr.com 
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